
性批判における  

人間認識の超越論的構造  

）を  

て批判へと赴かしめたものは、純粋理性の二律背反の間  

問の認識能力をあらかじめ批判することなき独断的形而上学に対して、理性能力  

ることによって、「人間の蒸性（d主eⅡ1enS－  

a七㍊ご）にとって無関心たりえない対象（形而上学」（AⅣ）の認識から理性の  

としたカントは、我々の理論的認識を可能的経験の世界、すなわち、我々のア・プ  う   

な認識能力に対して、対象が我々に現われる限りの現象界に制限し、他方、「学としての  

その対象が経験において認識され碍ない故に不可能であるとしつつも、「素質  形而上学」は、   

（‡寺よ甑ran工age）としての形而上学」は、実践的見地において、経験の限界をこえ叡知的  

■● 超出が許されることによらて可能であるとした0所謂「信仰に余地を与えるために、知  世  

。（B‡Ⅹ‡）とカントが語る所以である0   隷を軌限しなけれぼならなかった」  

さて、「人間認識の超越論的構造」と題する藩論文の意図は、批判によって明らかにされた認  

識構造を解明することにある。それ故、差し当って先づ、「批判」の意味を明らかにしておかね  

ばならない。カントによる理性能力一般の批判とは、「一個の学たる確実な歩み」をたどってい  

る数学、自然学におはる「思考法の変革」（die ver完nder七e Meもb。de der Den  

－kungsar・も）（蔑Ⅴ証）を手引きとして、これら諸学においては、了・プリオリな認識が経験  

的認敦の先行的塩解美して存することを見い出すことにより、「或るものを絶対的ほ∵ア・プリオ  

リに認識する諸原理を含む純粋理性」（B軍4）において、その諸原理が形成するア・プリオリ  
●●●●●  

な認識を、経験的認識の先行的理解をなすかぎりのものへと分かつことであり、これが、純粋理  

性批判の意味である。従って、認識を判断とするカントにあって、この7・プリオリな認識を「  

ァ．プリカリな綜合判断」鵬主語・述語の結合が、同時に経験的認識笹先行し、主語の示す対象  

が我々の可能的経験の対象として経験きれる地平をあらかじめ与える判断－として規定するこ  

とにより、この判断の内的可能性の解明が、批判を導く中心課題となる。そして、この「了∵・フ  

リオリな綜合判断」の内的可能性を明らかにする研究を、カントは〝「超越論的」（もご岩‖ユS2en  

．－denもa工）と名づける“。「対象に関する認識ではなく、むしろ我々の、対象に関する認識の仕  
●●●●  

方が、ア・プリが‖こ可能である限り、一般にこの認識の仕方笹関する一切の認識を超越論的と  

名づげる」。（B25）今や、小本論文の課題を一層明確に規定することができるの「人間認識の  

超越論的構造」とは、経験的認識において、対象をその現実存在に関して産出しえず、どこまで  
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も与えられねばならない人間理性にとって、その対象が我々の認識の対象となるためには、その  

対象後に関して、ア・プリオリに規定的なるものが先行し、対象性の地平が形成されることによ  

って可能となるという構造である。従って「7・プリカリな綜合判断」の可能性を与えるこの純  

粋認識の内的構造を明らか象こすることが太論文の課題である。以下、私は凍論を次の順序で展開  

する0先づ、第一、第二章において、純粋認識の要素をなす純粋直観と純粋悟性概念を考察し、  

更に、第三章では、それらがなす純粋認識の内的構造を明らかにする。そして、構想力と悟性の  

関係を考察し、産出的構想力（d土e produk七土Ve E土nb土工dungskraでも）と純粋悟  

性が、対象性の地平を形成する純粋図式と純粋悟性原則を与えることにより、これらが「一切の  

経験的真理に先行して、これを可能ならしめる超越論的真理」（B185）として、経験を予科  

しうることを第四章において明らかにする。  

第一葦   

純粋直観とそのア・プリオリ性   

カントは、人間認識の全く異なった根太能力として、対象の存在に依存し、その触発によって  

のみ表象能力が生じる受容性（Recep七1Vl七a七）としての感性（Slnn工1Chkei七）と  

対象を認識の対象、すなわち客観（ObJekt）として定立すべく思惟において自発性  

（Spon七anel七三七）としてはたらく悟性を見い出した。対象の現実存在（Dasein）を  

産出しえぬ有限な人間理性にとって対象は、どこまでも与えられねばならない。   

そして、この対象との直接の媒介をなすのが直観である。「いかなる仕方であれ、いかなる手  

段を介してであれ、認識が対象に関係する場合、両者の直接の媒介をなし、すべての思惟が手段  

として計指すところのものは直観である」。（B55）カントは、その作用を対象の触発に負う  

この人問的直観を感性的直観、又、派生的直観（inもlユ1七us deriva七1uS）と名づけるn   

従って、すべての思惟は、結局対象が与えられる制約をなす感性に関係しなければならず、そ  

れによって、初めて認識が可能となる。   

しかしながら、派生的直観として対象の触発に依存する我々の直観において、その触発の対象  

が、いか主こして我々の認識の対象となるぺく直観‘こ於いて現象しうるのであろうか。   

ここに、我々の直観の仕方笹於いて、対象の触発に依存しつつも、同時に直観において直観さ  

れるものをア・プリオリに直観する制約が明らかにされねばならない理由がある。この制約が解  

明されて、対象が直観に与えられる可能性が明らかになる。この派生的直観におけるア・プリオ  

リな感性的制約とは、触発と共に、受容性の能力である感性の形式として与えられ、「現象の形  

式」叉、同時に「直観の形式」として「感官あるいは、感覚の現実の対象がなくとも感性の単な  

る形式として心性の中に生ずる」。（B55）「純粋直観」としての「空間・時間」である。そ  

れ故、この派生的直観において、直観される現象の多様に先行し、それらをア・プリオリに一定  

の関係へともたらす「純粋直観」の解明は、「純粋認識」の可能性を開示する第一歩をなす。以  
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下、太貴で私は、純粋直観としての空間・時間のア・プリオリ性を「形而上学的究明」を通して  

明らかにし、更に各々の関係を考察したい。   

先づ、「空間  ら抽象された経験的概念ではなく、  

リな表象である。けだし、  哀が「互いに分離して」（ause土nander）、  

r）あるものとして、更に異なった場所にあるものとして義旗されるため  （neb  enelnande  

して初めて可能である、。（B58“）（触空間はあらゆる外的魂象の根底  

ブリオリな表象である。すなわち、如何なる対象も存しない空間は思惟し  

えても、空間が存在しない衰旗は決して作ることがで  

858～59）㈹凌間は㌢此量的」（謹皇skursまⅤ  

純粋直観」ちであり、感性的直観の純粋藤式である。空間はただ一つの空間とじて表象され、種々  

なる部分空間はもっばらこの唯一の空間の限定として与えられ、それに先立つ構成要素ではなしも  

空間は唯一なる全体空間として与えられ、種々なる部分空間はその中で「同時的」に存在する。  

（B59） 堰切空間は「連続量」（quan七a con七inua）じかも、「無限に考えられた量」  

（姦ine unend工icbe gegebene Gr℃βe）として表象される。概念は「種々異なっ  

た無限藍こ多くの可能的表象芋肇eine unendI主Che M芦nge VOn VerSCb主edenen  

●■ 皿q官主吏cben Vorsもe工王ungen）を「自らの下に」（unもer s土cb）含む表象であ  

り、直観は「種々異なった無限に多くの表象」を「自らの内に」（in sIch）含むものである。  

こⅣめ≫㍑nもer si／Cム ≪と≫主n sICh ≪の区別は次の如くと考えられる。概念とその対象  

との謁係は、普遍と特殊の関係との関係と考えられ、例えば「木」という概念の下に（un七er  

s主c扇種々の木を思惟する声とができるが、その種々の木はそれぞれ個として完きものである。  

他方、直観‡こおいては、諸々の空間は、無限的な連続量としての唯一の空間の自己限定として、  

その中に（  主Gb）含まれて存在する。いわば全体と部分の関係である。それ故、直観の形  

式としての空間は、綜合を介して対象的に表象される「数量」（quan七iもas）を可能にする  

■●  

汐ere s土nn）を  といわれる。（B59～40）さて、以上の究明において、外感（de  

れる場合、対象は空間においてその大きさ、形態、相互関係の規定をうける。  

の根底に了・ブリオリな直観が存し、〔（i）（ii）より〕、更にこの大きさ、形態  

限定空間は、唯一の全体空間  の対象の占めている空間を規定することによる  

れた。つまり、経験的直  こ7・プリオリな限定  

性ともいうぺき  空間が存し、更に空間的限定を可能にする  しての空   

としての  問が存するという構造である。「感性論」におい  空間・時間」  

み扱われており、対座性の地平をなす「空間・時間」は「直観の公  

至って与えられるのであるが、ここで、あらかじめ量的なるものの2つの  

に与えられた畢」（quanもu皿）と同種のものの結合（ZusammenseもZung）によって成  

ものとしての「数量」（quantl七as）の関係を考察しておきたしも  
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である0更に根源量として無限に与えられるというのは、継起的綜合（d土e s埴Z  

Syn七besis）  によって与えられる  のではなく、直観的に「与え」られうる  う   

限な部分空間もそれが与えられる場合一つの根源的空間の申に与えられるということであり、  

の延長の無限進行を可能にする、量的限定を可能にする場として、  「全体的・無限的」に与えら  

れるが、どこまでも形式的制約と  る故、直観の「形式   といわれるのである。  
●●●  

って、純粋直観のア・プリオリ性と「直観の形式」の形式性、換言すれば、根源的受容  

0）内的状態の表象関係を規  

志するにすぎず、その場合、時間は「類推」（Ana工Ogie）に   「無限に進み  時間継起を   

ゆく一本の線」（elneins UnendIiche for七gehende Llnie）（B50）に  

よって表象することにより、つまり空間化され「外的直観に即して表現される」 （B50）こ  

とによって知られる。それ故、「物の可能性を、範疇の客観的実在性を示すた動こは 

に単に直観をでなく、外的直観を必要とする」。（B291）そして、この時問規定 

き質料（Maもerie）や経験的直観は空間中にあるものの「外的触発」に起因するのである。  

空間の重要性を示すものとして、更に第二版における「観念論論駁」をとり上げよう。「私自身  

の現存在の単なる、しかし経験的に限定された意識は、私の外なる諸対象の現実存在を証明するふ  

前提として空間的外的経験の存在をとり  （B275）という定理は、時間的内的経験が成立する  

されたもの」として意識し  出す。すなわち、私は自己自ら「私の現存在」を  

ているが、「あらゆる時間規定は、或る持続的なもの（e佃as Bebarr工icbes）を知覚  

「この持続的なるものは、私の内孝る直観である  の内に前提している」。（B  ゝるに  

され得る私の現実存在の全規定根拠は、表象であり、  ことはできない。なぜなら、  に見い出  

続的なものを必要としている。そしてその持  そのようなものとして、それ自身、  

すなわち表象がそのうちで変易する時間  の変易が規定され、   続的なも  
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通じての塾可能である」。（B275～27る）つまり、「私自身の現実雇在の意識は、同時に、  

私の純なる他の諸物の現芙存在の直接的意識である」0（B27る）この「論駁」鱒論点の中心  

は、千鹿覚もこよる時間規定は、まさに空間的対象の現実存在を前提するということである。さて、  

以上のととから、①対象が外的触発を通じて与えられること。㊥練覚のあらゆる時間規定は、空  

間的対象の現実存在を前提とし、時間関係は、外的直観に即して表象されうるということ。これ  

らの点での空間の優位性が示された。   

他方、対象は外的触発により空間において与えられるが、一切の表象は心性の規定として内感  

に属し、その形式的制約たる時間において、一定の時間規定のもとで、継起、同時、持続的なも  

のの関係として規定されること藍こより・認識の対象となる故に、時間は「直観一般の形式」である。  

さて、鱒間がア。ぞ拍りな直観であることをま、前述の「空間の形而上学的究明」において行わ  

れたのと同様であるが、異なるのは空間が「nebeneinander」（並存）という形式である  

式であることである。この  のに対し、時間は「nacbeinander」（先後継   

nacヱ1e土nande－rの形式において、同時、継時存在が表象されるのであるが、時間は「形態  

にも、位置にも属せず、反対に、孜々の内的状態における表象を規定するもの」（B50）であ  

り、それ自体直接に形態を示しえない故に、類推によって、すなわち時間継起を線によって表象  

することによって、外的直観に即して表象することによって、時間関係は表象されることは前述  

の通りである。それ故、先づ内的直観の「形式」としての時間を考察しなければならない。カン  

トは「時間そのものは変化せず、変化するのは、時間のうちにある或るものセある」（B58）  

と言い、「時間の内で変化するもゐ」と「時間」とを区別して、前者は変易的であり、後者はそ  

れ自体「不変易にしで恒常的」（unⅥ－ande‡bar und bIeibend）としている。（B1  

85）   

それ故、時間規定をうけるぺき内的状態の表象の在り方を明らかにしなければならない。   

先に「観念論論駁」州内的現象が内的経験となるために、すなわち時間規定が可能になるた  

めには、持続的なものが必要であり、それは私の外なるものに求めねばならないw…で見た如く、  

内的状態として私の内にあるのは時間の内軽あることと同一であり、それは空間の内にある持続  

的なものとしてではなく、表象のたえざる変易として在ることである。「内的知覚における我々  

の状態の規定に基づく自覚は、単に経験的でありつねに変易的である。内的現象のこのような流  

れiこほ立ちつゝ止まれる自己（s七ebendes und b工e土bendes Seエbsも）なるものは  

●●●●●●● 存しえず、この種の意藷は通常内感と呼ばれ、或いは経験的統覚と名づけられる」0（Å1D7）  
ト∴・空間だけが持続的に規定されていて、時間は、従って内感の申にあるすべてはたえず流動  

する…」。（B291）時間は、私のうちに感性的状態としてあるもののあり方に属し、たえず  

変ずるものの形式である。naCbe土nanderとしての時間の形式を明らかにするとは、従って、  

この変化といぅあり方を東らかにしなければならない。時間は運動の変化や内的状態の継起から  
ひき出きれるも由ではなく、変化や連動は時間においてのみ可能である。「変化の可能性、すな  

わち矛盾対当をなす述語を同一客観において結合せしめ富ことの可能性」（B4 
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観にもとづく。しか  れ自体嫁変化せず、その内にあるものが変化するものとしての時間、  

今、今何時も今としてそれ自体知覚されなか時間柊瀦やてmache主nan舶ご という形式はい  

かにして成立するか。ものが時間的に有る在り方をnac土ie主nanaerとして性格ゃける時＼時  

間は不可分の連続ではなく区切り、のつけられた接続とかう形をと〈る。この先後、あるいは継起と  

いう結びつき、対立性は裾つづく直観的な時間を思惟によって把握する時初めて成り立つ。継起  

ということは、相つづく部分がそれぞれ区ぎられている場合にのみありうる。この区切り、区別  

することは、印象の継起において時間を区別することは受容的な感性から生ずるのではなく、綜  

合のはたらきによって可能となる。印象の継起から時間はひき出せないが、継起が継起として意  

識されるためには綜合のはたらきを必要とするのである。継起として表象される時間（空間化さ  

れた時間）は綜合のはたらき‘こよるが、それは受容形式としての今、現在という時間が根源的受  

容性としてア・プリカリな直観の多様を与えつつ、しかも直観の「形式」として根底に存するこ  

とによって可能となる。時間は空間∈こおいて綜合を介して表象されることにより時間関係が類推  

されるが、それほ、それ自体純粋な意味で知覚されない、今、現在としての時間が根底に直観の  

「形式」として存すること甚こより継起という結びつきが可能£こなるとし、うのである。カントが統  

覚による内感の触発というのもこのことであり、それiこよって対象性の地平としての超越論約図  

式も可能になるのである。他方、あらゆるはたらきをぬきにした感性的なものは空間的なもので  
■●●  

ある。時間のうちに止まるもの、持続するものはなく、㌧それは空間の中iこ求められる。   

我々の経験は必ず時間的なものを含むが、時間的な動くものが動くものとして規定されるため  

iこは外なるものがなければならなし、α時間の経過のうちiこおいて立ちつゝ止まる（s七eben良一  

und b王墓1ben洩）ものは一方笹おいて統覚であるが、カントにあっては統覚は直観を与えな  

い。それ故、統覚の対極として統覚とは異なった仕方で持続するものは空間的なものである。時  

間そのものも「不変易にして恒常的」（unwa‡ユ舶工bar und b工eエbe‡⊥d）（B185）  

といわれるが、どこ迄も受容怯め形式である。そして、この「直観の形式」としての今、現在と  

いう時間そのものがヾ我々の認識甚こあっては「現象iこおける全ての時間規定の基体（das－  

Subs七ra七uIn）であり従って知克の綜金的統一鱒、つまり経験の、可能性の制約なのである」  

そしで「この持続的なるものに即して、時間の内なる一切の現実存在と一切の変易は、恒常的に  

して持続するものの実存在の様態ノ（Mo＆u竃十der Ex土Sもen乙 desserl・WaS b工elbも  

ーund bebarr七）としてのみ見なされることができる」。（B22占～227）時間をのもの  

の諸様態としてのこの「現実存在と変易」とは、同時に空間申の「実体」（Subs七an乙）の様  

●● 態として把握される㌧のである。以ム時間に関して、それが直観の「形式」であること、認静こ  
おいてそれがもヲ意味が明らかにされた。なお、時間、空間の相関については、経験の類推にお  

いて更に詳述されよう。  

第二貴   

紙粋悟性概念  
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純粋認識を可能ならしめる他の要素は思惟である。経験に先立ち、経験的認識の先行的理解の  

地平を形成する純粋認識は、純粋直観と純粋概念の合一によって成立する。純粋直観としての空  

間、時間は「直読の形式」としで、又、同掛こそれ自体ア・プリオりな多様として考覚られるが、  

どこ恵でも「受容性」とも、う性格を免れることはなも、。それ脚  性的、非直観的な思惟能  

力としての悟性は、対象思惟乾かゝわる限り、およそ対象が対象   ぺき根本制約と  さる   

しでの純粋塵念、ずなわちその源泉を経験にくむことなくY「もっぱら対象一般を思惟する形式の  

みを含む」（B75）概念を自己の内に見い出さ  まならない。以  

料吏正恵克導出さ  、（ii）この概念の性格を考察したい。  

うな純粋概念を  枠悟性を「それ自体で自存自足し、外的に附加さ  

えない統一」。（B90）あるいはより簡潔に「絶対的統  

定する。悟性をこのように把握することは、しかしながら、その「絶対的統  

さにその故に、我々にあっては、我々が把握しうる限りでの悟性の機能としてのみ  

強度鷹劾凄牒篭凍控ねを革ならなも、。この悟性の機能の事実を示ずものとして、思惟一般の論理的  

制約のみを扱う「一般論理学」が存在する。それ故、その起源を対象に帰することなく、しかも  

対象にア・ブリオリに規定的にかゝわる純粋概念を純粋悟性において見い出そうとするならば、  

先づ、「一般論理学」として掃えられた悟性の機能を、その思惟形式の根源にまで遡り、l‾絶対  

的琉一」としての悟性を新たな側面から把撞し、その機能を明らかにすることによって、すなわ  

ち、遜越論約論理学と 
■●●●●● 

●● な概念の可能性を探求せんがために、悟性能力自身の未だ殆んど試みられたことのない分析」（  

B90）が必要となる。さて、悟性能力の分析によって、純粋概念はどのようなものとして把握  

され、 

悟性iま概念を用いて判断することによって対象を認識する。しかし、ここで使用される概念は「  

可能な判断の逐語としで、末規定な対象のある表射こ関係する」。（B94）概念であり、何ら  

概念は「機能」（Funk－  かの思惟の過程をへて、既に形成された概念である。カントf   

もion）から生ずるという。機能の意味を明らかにずるために概念の形成  

ならない。一般論理学における概念形成では、数多の表象を比較、抽象す  

なければ   

形成されるが、種々の表象に含まれある限りにおける一つ  

この比較、抽象が可能になるためには、数多の表象が、そこにおいて上  

のが予め先行的にはたらいていなければならない。こ  

悟性の自発性に属し「種々の表象を一つの共通な表象のもと  

一性」。（B95）であ  用によっ  

一性に導かれ、それと共にはたらくことによって表象を  

たものこそ、∴悟性自身甚こ源泉をもち、アニプリ嘉りに規  

を生ずるこの機能、すなわち、  

の表象間の親－の機能である。すなわち対象が認識される  
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の直接的な表象と多くの表象とを互に包括するより高次の表象が翻、られ、多くの可能な認識が  

これによって一つの認識へと総括される」。（B94）従って、「判断における統一の機能を完  

全に示すことができれば、悟性の櫻  

判癖の統一機能ば、判断の諸形式・と  

てこれを見い出すことができる」。（B94）この  

ミ判断十般のあらゆる内容を捨象して、もっば  

ら判断iこおける単なる悟 のみ注意すると、判断における思惟の機能が四つの綱引こ分け  

られ、そのそれぞれが、 機をそのうちに含むことを見い出す」。（B95）判断表にお  

いて見い出され、それに対応して純粋悟性概念の体系が発見されるのである。以上、絶対的統一  

としての純粋悟性の判断における統一機能が、形式論理学における判断の論理的機能との対応に  

おいて、直観における統一機能として把握され直した時、純粋悟性概念、すなわち範疇となるの  
●■●●●● ●■●●●●■●  

である。「一つの判断における種々なる表象に統一を与えるのと同じ機能が、一つの直観におけ  

る種々なる表象の単なる綜合にも統一を与えるのであり、この機能は一般的にいえば純粋悟性概  

BlO4～105）   

は、およそ対象認識ということがある限り、対象一般にア。ブリオリにかゝわ  

る思惟の根本制約であり、それほ直観一般の多様の綜合統〟の機能である。認識が可能である限  

り、表象の分析に先立って、先づ表象が与えられていなければならない。この認識が経験的認識  

に先立つ純粋認識である場合、その表象とはブ∴プリオリな純粋直観の多様であるが、純粋悟性  

は、これらの多様の純粋綜合にその統一機能である純粋悟性概念（範疇）によって統一を与え、  

ア。プリオリiこ対象に関係する対象性の地平を形成すると同時に、他方、判断において表象を統  

一すべく判断形式を定立するのである。さて、上述の如く、純粋悟性概念の導出と、悟性の同一  

の作用が、」方ではその形式に関して判断即ち包摂作用として、他方内容に関して概念的統一作  

用として明らかにされた。純粋悟性概念は、しかし、思惟の形式であるから、純粋認識が可能に  

なるためには、純粋直観を必要とする。純粋直観と合一して純粋認識が町能になることによって  

純粋慣性概念はその客観的妥当性を得るのである。従って、次に純粋認識の内的構造へと考察を  

進めねばならない。  

第三葦   

純粋認識の内的構造   

対象の触発に依存する感性的直観において、その触発の対象が現象しうるア・プリオリな制約  

として純粋直観が、他方、思惟の自発性の能力である悟性において、対象一般に7・プリオワに  

かゝわる純粋悟性概念が、くそれぞれ見い出されることにより、対象の現実存在長こ関して産出しえ  

ぬ人間理性がなおよくそこから一個の認識を作る」（BlO2）はたらきを必要とする。このは  

たらきを、カントは「‾綜合」（Syn七hesis）とよぶ。この綜合一般（Syn七bes土S  

㍍berbaup七）に「魂の不可欠であるが盲目的な機能」（BlO4）である構想力（Ein－  

bi工dungskrafも）のはたらきであり、羊の綜合作用において純粋直観と純粋悟性概念は合  
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ーする？である。従って、㊤純粋直観の多様、④構想力による多様の綜合、㊥この細枠綜合に統  

明らかにすると  三者が、純粋認識を構成する ハ純粋認識の内  ーを与える純  

る合一の可能性を解明  とであり、そのため  は、綿棒直  

の関連を  統監の統一の機能、更に各々の連関及び、純粋直  

以下、泰章において、（i）「三重の綜合」（d土e dreifacbe  

もhトes主S）、次墓こ（ii）統覚の統一と純粋悟性概念（範疇）の関係、更に（llD僧性と構想力との  

ことによって、純粋認識の内的構造をできるだけ明らかにしたい。  

つの形像にもたらす（in el工ユ Bl工d bringefl）」  

きは綜合であるが、カントはこの綜合に「直観における  

（i）「三重の綜合」  

（A12ロ）能力である  

「構想における再生（Reprod－ukも土On）の綜合」「概  覚知（Åp箪ごe短ension  

この三者が  念における再認（Rekogn主七主On）の綜合」という三者の綜合の様態を区別し、   

自発性として感性の受容性に結合することにより認識が可能になるという。（A97～98）従  

って、構想力の綜合の機能を明らかにするために、この覚知一明再生御再認の綜合の三様態、  

並びにそれらの率互靂係を考察しなければならない〔   

第一蟄こおいて明らかにした如く、受容性としての感性に与えられた表象は、心性の変様とし  

て内感に属し「絶えざる変易」（Å107）「絶えざる流動」（B291）として在り、それ自  

体何らの統一ももたない表象の多様である。このような表象の多様が綜合統一され、我々の認識  

の対象、つまり客観が成立するのであるが、これは、内感の形式である時間が、その根底におい  

て、それ自体ア・プリオリな多様として綜合統一されて、同掛こ内感に属する表象の多様を綜合  

することによって可能となるのであるd従って、純粋認識を可  

としての時間が純粋悟性概念を規則としつゝ、構想力の綜合を  

対象他の圭  

能笹する親  

疎介にして  リな時間規定」（B184）としての図式を生ずることによ  

の地平を形成することである。  

時間はF感性がその根源的受容陰において提供する」（AlOO〕多様として与えられるが、  

それ自後何らぬ統一ももたない。この「今、現在」としての時間から対象性の地平を形成すべく  

「直観の統一」（空間表象長こおける如く）（A99）が生ずるためには、先づ「多様が概観され  

っも、でこの多様が総括される（das Durcb‡aufend・er Marl工11gfa工も1gkei七 und  

（Å99）ことが必要である。すなわち「今、現在」  dann 度エe 乙usammennebmun  

「け  ものとして、党知され綜合されねばならない。   としての各々の時間が可能な意識に諷係す  

だし、この綜合を欠いては我々は空間の表象も時間の表象も、これを了・ブリオリに持つことは  

できない」。（A9～9）  

（ii）構想における再生の綜合   

各々の今における覚知の綜合において、  されないならば党知は通覧とはならず、  

党知の綜合ほ再生の綜合と   全く脈絡のなむ〕今、今…・・・となり直観の統一を生じえない。それ故、  
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不可分蘭（un乙er七re工1n工土Cb）である。例えば、「直線の最初の部分、時間の先行部分」と  

AlO2）を再生し蕪k、と「全体としての表象」（eine a工工gemeine～Vors七e工王un由」  

も「空間、時間という最も純粋な、最も根本的な表象も生じえないだろうム（AlO2）鱒生  
●●●●■●●●●●■●  

の綜合は「一つの対象をそれが現存せざる場合にもなお直観において表象する能力である」（B  

151）構想力の作用であるが、この「ア。プリオリな多様の再生」（AlO5）にかゝわるの  

が超越論的構想力であり、構想  の超越論的機能により、一方でア。プリオリな直観を再生  

綜合しつつ、他方直観を与えることなき統一機能である純粋悟性概念に「それに対応する直観  

Anscbauung）を与へる」（B151）ことにより感性  （eine ko工rr  

と悟性の媒介をなす。  

（iiO概念における再認の綜合  

しているところのものが、∵嘱前に思惟した  たとして  しか  

ところと全く同一で  れば、秦象系列における全ての再生は無意味となるだ  

ろう」。（AlO5）  々の今と、再生された今とが必然的に、かつ同一の  

系列に属するものとして再認（ 

、対象性の地平をなす一定の時間表象が成立する。従っ  又再生は全体の表象を与えるこ   

て、覚知の今と再生の今が同一のものとして再認されるためには、予認としてあらかじめ概念が  

規則として設定されていなければならない。この純粋綜合における概念とは、「客観一般を思惟  

ての純粋悟性概念（範疇）であり、この範疇が、統一の形式的  する根太概念」（Alll   

Å107）としての超越論  

形式的統一」（AlO5）  

覚）と、判断主語とし  

多様を判断の論理機能  



図式機能として規定される。  

※超越論的対象はer もra⊥nSgendenもa‡  GegenS七and）この概念は、第一版にの  

み現われてい  、純粋範疇の対象界と考えられ  

る。カントは「認識に対応する、従って  又「それは実iこあらゆる  

我々の認識において常に同一のもの、すなわちⅩである」（AlO9）といっている。前述の  

如く、三重の綜替砥お漱て、超越論的統覚、範疇は意識の統一として、党知、一再生、叫再  

認を通じて、初めから作用しているが、統覚は直観を考えず規則の能力（統一機能）にとどま  

る。再認の綜含に至っ  直談の多様が綜合統一され対寒が認識きれるが、これは同時に  

範疇に直観内容がもたされたので  根本概念としてすべての認識におい  

同一的に対象性山地平を与へるぺく統一機能とし  くが、直観を与へない。直観  

あるハそれ故、「常掟同一なⅩ、」「この対豪こそ我々の  を与へるの  

定される  に或る仕方で規定され  

」（Å105）といわれる。再認の綜合において直観が与えられ対象性の地  

論的対豪という純粋概念ほ、あらゆる我々の経験的概念一般に対して、  

関係、 

は、綜告が前面に出ている故に、▲統覚の統一が最初から作用しているにもかゝわらず、  

象性を与へるぺき範疇の対象界は、非  

となる。  

㈹親党の統チと純粋悟性概念（範疇）  

とを前提  する有限  表象の多様が直観に  、■－   」  

う直観形式のもとに与えられねばならないが、こ  な悟性で  ヽ   

の認識の対象、つまり客観となるために、多様が綜合統一されねぼならない。この  

である。そして又、純粋認識においても純粋悟性は、純粋直観を綜合統一  

こ先行し、経験を予科すべくはたら  を形成し、  

くのである。「純粋悟性は範噂としては、あらゆる  あり、それによっ   
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て経験をその形式の面から始源的かつ根源的に可能ならしめる」0（A128）それ故に、今や  

「規則の能力」（das Ver皿Ogen der Rege工n）（A12る）として特長づけられたこ  

の純粋悟性の可能性は何にもとづくのかを明らか左こしなければならない0前述の「三重の綜合」  

において考察した如く、超越論的統私超越論的対象、純粋悟性概念の三者は自己同一性として  

相関性（Korre工a七e）をなし、魚如二再生仙再認の綜合を通じ一貫して意識の形式的統一  

として、純粋綜合における超越論的構想力に対し、その綜合を－ならしむぺく統一性として関係  

する0従って、およそ認識が可能である限り、あらゆる認識の成立に際して対象性成立の根拠を  

なすこの超越論的統覚の統一性の成立と統一の形式的制約である純粋悟性概念との関係を考察す  

ることによって、悟性の可能性と統覚との関係を明らかにしてみたい。   

直観に与えられた多様は、それ自体何らの統一ももたず、絶えざる変易として内感に属する。  

この多様が我々の認識の対象、すなわち客観となるた動こは、先づその多様が私の表象与して意  

識されねばならない。「我思う（1cb de血e）」（B151）という意識が伴うことにより  

内感において定立されるのである。しかも、この「哉思う」という意識はすぺての多様に伴い、  

多様を多様として意識しつゝも、その多様の意識を通じセ自己同一的な意識であり「立ちつゝ止  

まれる自己」（s七ebendes u工は b工elbendes Se工bs七）（AlO7）といわれる  

ものである0かくて、この自我の表象は「自発性の作用」（ein Ak七us dver Spon－  

七arle土七aも）（B152）であり、内感の規定としての経験的統覚（d土e emp土rムSChe－  

Åpperzepもion）（B152）から区別され「純粋統覚」（dle relne Apper乙e－  

p七10工1）（B152）“、又「根源的統覚」（die ursprung‡1Cbe ApperzepもiorJ  

（B152）といわれ、すべての多様を「一つの我の表象たらしめ」（melne Vors七e－  

工工ungen，dle eine ausmachen）（B155）つゝ自己同一性を保つ「普遍的白魚」  

（a工工ge皿e＝1eS Se工bsもbevuダもSeln）（B152八）である。すなわち、この統覚の  

自己同一性は、単に多様を私の表象として意識するだけではなく、一つの表象に他の表象をつけ  

加え、多を－ならしめるぺくはたらく綜合の作脚こおける自己同ヤ性であり、この多様の綜合に  

よってのみ、多様は私にとって客観となり、他方統覚の自己同一性も成立するのである。「わた  
●●●■－● 

●● くしが与えられた多様を一つの意識に結合することができることによってのみ、わたくしがこの  
●●●●●●●●●●●●●●  

表象における意識の自己同一性をみずから表象することができるのであり、換言すれば、統覚の  
●●■ ●●■  

分析的統一は何らかの綜合的統十を前提してのみ可能である」。（B155）そして、統覚の表  

象の多様の綜合は、悟性の統一機能を規則として表象の多様を綜合統一し自己の同一性を意識す  

る。「悟性は観れ自身、7・プリオリに結合し、与えられた表象の多様を統覚の統エの下に包摂  

する能力にほかならない」。（Bノト55）直観のあらゆる多様が私にとって客観となるためには、  

統覚が規則の能力である悟性を介して、多様に即して、多様を綜合統一し、客観を成立させ、自  

己の同鵬性を意識する。そしで悟性も統一機能（多様の綜合における）として客観成立の、他方  

意識の統一成立の媒介をなす。それ故に「統覚が綜合的統一のはたらきをなすという原則はあら  

ゆる悟性使用の最高原理である」。（B15る）又、「意識のなす綜合的統一は、したがって、  
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P」とも、う判断が成立する  る。超越論的統覚の根源的綜合的統一によって成立した対象と  

は単なる表象ではなく   である。すなわち  （1cb denke）の内容が純粋  

悟性概念を通じて≫A土S七P≪として、対象  自覚されると  ことである。このことは≫  いう  

Å1SもP≪の≫1S  ；、単なる主観  はなく、   って、与えられた表象の  統一の意味で  

覚に対する  客読的琉一、つ  表象の必然的統鵬を示すものであることを  

表わしている。（B  として定立された≫A土S七P ≪と  

いう判療こそ、あらゆる直観の多  

泉性の地平を与える「7・プリオ  

まり客観となるぺく対  

断を命題化した原則（  

（甘u皿dsa七乙）叫 すべて  る客観として定立される根拠（Grund）を  

源的綜合的統一、すなわち≫⊥cb denke  

ゝら認識の成りたちうるかぎりのあらゆる表象を客観的に規定する原理、  

明らかにさ  

しうるのみで直観すること  き有限な悟性である。純粋悟性概念をその  よ   

されたこの超越論的統覚の根源的綜合的統一は直観一般め多様にかゝわり、  制約としてな  

「悟性綜合」（syn七besis 土n七eエ工eoもus）（B151）といわれるものであり「……  

し、それによって、悟性にもとづくかぎりのア・プリオリな認識の可能性  

拠をなし、従って、超越論的であるばかりでなく、まったく純粋に知的でもあった」。（B  

150）  この悟性綜合は、産出的構想力に媒介された「形像的綜合」（syn七besis－  

○■ 以上（闇）の考察から構想力を図式の能力｝純粋悟性を概念の能力（das Vermogen der  

riffe  

㈹構想力と悟性  
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伍）悟性の構想力への作用   

カントは悟性を概念の能力（d卑S Ver皿Ogen der Be即1ff）判断の能力（das－  

（∂  

くの如く一方的ではなし、。構想力は悟性（こ対して独自の  

機能をもつ。倍ノ  の能力と規定されるなら、  いえよう。では図式の  

能力としての構想  独自性とは何か。それは先づ「純粋悟性概念にそれに対応する直観  

（e主Ve〝箆OrごeSpOn離eren盛包 ÅmsGba籠ung）を与える」（B烏51）ところにあ  

る。単なる純粋悟性概念は判断の論理機能と♭て知性的であるが、直観凍ることはできなも、。か  

ゝる論理的機能に止怠る範疇軽直観敵性格を与え「純粋悟性概念名こ客観への関係を与え、従って  

意義Bede㍑七㍑ngな暇轟凍る。ヶ」は185）ものこそ時間の純粋直観を素材とする周式で  

あり、「図式が初め小宅範疇を実在化re技工土Sエerenする」（B185）のである。それ鰍こ、  

図式の能力とbての構想力の意義は′「細枠悟性概念笹対し、それに対応する直観を与える」こと  

にある。しかし、構想力の綜合は「何らかの普遍概念笹従も、（e主nem a工工geme工nen －  

Be即iffe ge血完βe）」（B■t、80）てなされる綜合である故に、直観を与える点に独自性  

はあるにしても、結局範疇にもとづく鰍こ創造性はないといわねばならない。構想力の綜合の単  

●● 1S flguご工1Cb（speclOSa）とsy工ユセbesェS   なる範疇の 



のであり、反対£こなるのぞある。経験的な再生的構想力にあっては、  

なった対象である。それに対し、超越論的な生産的構想力にあっては、  象昧既に過去  

っていない対象、未来に属する対象で  存しない対象は過去  

の憑うな対象カミ我々の対象となる地平を形  。その場督  

それが現象と合致し、対象的であることが再認されるのである。この対象が現われる地平を可能  

にするのが産出的構想力独自の機能である。以ム構想力と悟性の関慮を以下のようにまとめる  

ことができるよ悟性接構想力に規則を与え、構想力を規制する。他方構想力は図式機能として、  

対蒙が未だ現われてい獲い時、んそれが現象すべき地平を予め選定すると。かくの如く、慣性と構  

想力は互いに協同じてはたらくことiこより判断力Uせ七ei王Skrafもの規準として経験を予科  

「三重の綜合」「統覚の統一と純粋慣性概念」て構想力と悟性」の考察を通して純粋認  

めておき  隷の内的構造を明らかにした。簡  

対象が与えられねはならない有限な人間理性にとって、  

は、我々の認識構造において、その対象  

構造がなけれはならない。これを明らか  

純粋直観と純粋悟性概念、認識能力として  に
 
感
 
こ
 
 

発により対象が考えられねぼならない。感官は  覚の三つがある。先  

より純粋直観を与えるL。この純蹄直観とは認静こ関して直観一般の形式たる時間であ  

この時問は、又同時にア・プリオリな直観の多様として、それ自体何らの統十睦ももたない。  

を形成すべくほたら  

規定される。  

。他方、純粋悟性概念は、  

あり、超越論的統  契機として、統覚の  

とする統覚の直観一  

対象一般の  

的彿－の形式的制約をなすがそ  根源  ⊂コ   

般における根源的綜合的統一は≫1cb  

P≪として「ア・ブリオリな綜合判断」（それを命題化した原則）を定立する  

れは「悟性綜合」（synもbesisin七e‡Iec七us）とよばれ、知的で統覚の統一に  
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のみ関係する。超越論的統覚は「藩論一般」（BeⅦぜもSe主n 

「普遍的なる自覚」（e土羞a王王ge料e土n表白へ衰e王b歪もbeⅦ・㌦もS白in）（即52）とし  

て、悟性的なるものと感性的なるもの、範噂と構想力の全体に作用する。従って、産出的構想力  

によるア・ア○ィリオリな直観の綜合である「形象的綜合」（synもbesis 

51）と「悟性綜合」への2つが純粋認識の可能性をなす。すなわち産出箪構想力と超越論的統覚  

の関係が明らかにならねばならない。前著は後者によって統一を与えられねばならず、後者は前  

著により感性的直観を与えられねばならない。認識においては、超越論的統覚は最初から統一を  

与えつつ産出的構想力に作用している魚礁想力の綜合は継起的である故に、「三重の綜合」では  

再認の綜合において初めて認識の対象が成立したが、「我々の認識が漫然と思いつきのまゝに規  

定されるのを防止し、ア・プリオリに或る仕方で規定されるようにするもの」（AlO4）とし  

ての「超越論的対象＝Ⅹ」として、構想力に統一を与えつつ作用しているのである。すなわち直  

観から概念の方向も、概念から直観への方向も同時に成立しており、この2つを媒介するものが  

産出的構想力なのである。以下、第四葦「純粋図式と純粋悟性原則の体系」は次号において考察  

したい。  （未完）  

〔哲学（西哲史）修士課程2回生〕  
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